








各種腎炎患児に対し、起立前彎負荷、歩行、走行、縄跳びと異なった負荷をほぼ運動量が

一定になるように加え、その前後の各種パラメーターの変化をみた。Ccr は、運動強度が

最大である縄跳び負荷の前後で有意の低下を認めた(P＜0.02)。FENa、UNaV、尿中β2MG、

尿中 NAG は負荷前後で有意の変化はみられなかった。負荷前後の蛋白尿も運動強度により

差があり、運動の影響をみる際、総運動量のみでなく運動強度も考慮した指導の必要性が

示唆された。 


